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１．はじめに 

 表面締固めバイブレータは，振動機付きの板でコンクリート表

面を叩打する敷き均し機（写真－１）で，スラブの仕上げ工法の

一つとして使用され，不陸の低減，ひび割れの防止，施工の効率

化など多くの効果が期待されている 1)．一方で，その仕上がり品質

は表面締固めバイブレータの施工速度に大きく依存することがわ

かってきた 2)．そこで，ビデオカメラとパソコンを使った簡易な構

成で，表面締固めバイブレータの施工速度などを管理するシステ

ムを開発した 3)．今回，現場において本システムの適用実験を行い，

システムの作動状況や速度検知の精度を確認した．その概要につ

いて報告する． 

２．施工管理システム 

 表面締固めバイブレータの施工速度を確認するためには，その

位置を検出する必要がある．そのためには，GPS や光波測量器，レ

ーザセンサなど様々な方法が考えられるが，システムの低コスト

化や汎用化を目指し，ビデオカメラ一台のみによる手法での施工

管理システム構築を目指すこととした．システムの構成を図－１

に示す．作業エリアの四隅及び表面締固めバイブレータ上に配置

したマーカをシステムが認識することにより，表面締固めバイブ

レータの施工速度をその場で確認できる．決められた施工速度の

範囲を逸脱した場合，パトランプ及び警報音で作業者に知らせる

ことにより，適切な施工速度を保持できる．また表面締固めバイ

ブレータの取っ手部分に速度ゲージを取り付けることでバイブレ

ータの作業員も施工速度を把握できる．速度ゲージは施工管理シ

ステムから出される無線により施工速度を感知する． 

３．実験概要 

 貞山堀防潮水門災害復旧工事にて実験を実施した（写真－２）． 

実験の概要は以下のとおりである． 

 【日      時】2015 年 6 月 17 日及び 7 月 3 日 

 【実験エリア】スラブ面 10×10m，６ヶ所 

 【実 験 資 材】表面締固めバイブレータ，施工管理システム，  

ビデオカメラ，マーカ 

施工管理システムはスラブ面端部から距離８m，施工管理システ

ム用ビデオカメラは高さ２m に配置した．またビデオカメラを施

工管理システムとは別位置に配置し，システムの速度検知の精度

を検証するための動画を撮影した． 
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写真－１ 表面締固めバイブレータ 

の施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 施工管理システムの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 貞山堀防潮水門災害復旧工事
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４．実験結果 

実験は施工管理システムの作動状況の確認および施工管理システ

ムの速度検知の精度検証の二つを実施した（写真－３）． 

(1)施工管理システムの作動状況 

施工管理システムの作動状況を確認した．その結果，概ね施工管理

システムが正常に作動することが分かった．また，速度ゲージにシス

テム本体と同じ速度値が表示されることを確認した．  

一方で以下の課題も見つかった． 

・施工管理システムと表面締固めバイブレータの間に人や障害物が

ある場合，表面締固めバイブレータを検知できないことがある． 

・マーカと類似の色が実験エリア内にある場合，誤検知が生じるこ

とがある． 

(2)速度検知の精度検証  

ビデオカメラで撮影した動画を用いて，ビデオカメラの配置と施工

管理システムの速度検知の精度の関連について検証した．ビデオカメ

ラの配置を図－２に示す．ビデオカメラ①を表面締固めバイブレータ

の動きと垂直方向，ビデオカメラ②を水平方向に配置した．ビデオカ

メラ①・②で撮影した動画を施工管理システムに接続した上で再生し，

表面締固めバイブレータの施工速度を検知した．  

実験結果を図－３に示す．別途，撮影した動画上で表面締固めバイ

ブレータが移動した距離と時間を計り表面締固めバイブレータの平

均速度を算出したところ 2.5cm/s となった．施工管理システムにおけ

る平均速度はビデオカメラ①の動画を用いた場合には2.4cm/sとなり，

概ね一致した．一方，ビデオカメラ②の動画を用いた場合には 2.0cm/s

となり，やや下回る結果となった．また，ビデオカメラ②の動画を用

いた場合には速度の変動が大きくなった．その理由として実験エリア

とビデオカメラとの距離が遠いこと，ビデオカメラの画面上において

表面締固めバイブレータが上下に動くこと，により画面上の動きが相

対的に小さくなるため，速度検知の精度が低下したことが挙げられる． 

５．むすび 

現場において表面締固めバイブレータの施工管理システムの適用

実験を行い，システムの作動状況や速度検知の精度を確認した．その

結果，施工管理システムが概ね正常に作動することが分かった．一方，

表面締固めバイブレータの検知における課題やビデオカメラの位置

によっては速度検知の精度が低下するという課題も見つかった． 

今後，表面締固めバイブレータ検知の改善や速度検知の精度向上を

行っていきたい．さらに，本システムによる結果と，表面締固めバイ

ブレータによるコンクリートの品質についての分析を進め，最適な施

工管理を実現できる施工管理システムの構築を目指したい．  
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図－３ 速度検知の精度検証 
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図－２ ビデオカメラの配置 
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(a)マーカと施工管理システムの配置 

写真－３ 実験状況 
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